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通期連結業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、2025 年 11 月５日に公表いたしました 2026 年３月期通期連結業績

予想を修正いたしましたので、お知らせいたします。 
   

記 
   
(1)2026 年３月期通期連結業績予想値の修正（2025 年４月１日～2026 年３月 31日） 

 
売 上 高 
（百万円） 

営業利益 
（百万円） 

経常利益 
（百万円） 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 
（百万円） 

１株当たり 

当期純利益 
（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 44,000 1,500 1,100 950 221 円 90 銭 

今 回 発 表 予 想             （Ｂ） 46,206 1,195 754 △2,414 △564 円 13 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 2,206 △304 △345 △3,364 － 

増 減 率            （％） 5.0 △20.2 △31.4 － － 

（ご参考） 

前 期 実 績 

（2025 年 3 月期） 
42,720 683 472 △206 △48 円 37 銭 

 

 

(2)通期連結業績予想修正の理由 

2026 年３月期の業績は、好調な顧客からの受注や改善活動の進捗などにより、営業面では、概

ね前回公表した業績予想通りでありました。 

これに対し、先般開示した連結子会社の事業停止の意思決定に伴う特別損失に加え、期末の会

計処理に伴い以下の影響が発生しました。 

なお、以下のうち①は営業利益以下全項目に、②・③・④は親会社株式に帰属する当期純利益

のみに影響しております。 

 

 

 

 

①中国子会社における減価償却費の追加発生 

連結子会社である精密焼結合金（無錫）有限公司において、期末時点で固定資産残存価額の見直

しを行いました。検討の結果、機械装置を中心とする固定資産の残存価額を取得価額の 10％から

1％とする事が妥当との結論に至ったため、減価償却費 408百万円を売上原価に追加計上いたしま

す。 



 

②米国連結子会社における特別損失の発生 

４月 28 日公表の「連結子会社の事業停止及び事業停止に伴う特別損失の計上に関するお知らせ」

及び本日公表の「（訂正）連結子会社の事業停止及び事業停止に伴う特別損失の計上に関するお知

らせの一部訂正について」に記載のとおり、当社グループにおける生産拠点の最適化の一環とし

て、連結子会社である American Fine Sinter Co, Ltd. の生産を段階的に終了の上、グループ内

の他拠点に移管することを決定したことにより、事業停止に伴う特別損失 2,277 百万円を計上い

たします。 

 

③当社における特別損失の発生 

当社は、再編対象である山科工場の自動車焼結事業の固定資産を主な移管先である滋賀工場の資

産グループに含め、割引前将来キャッシュ・フローを検討したところ、帳簿価額を下回ると判断

したため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額 227 百万円を減損損失として計上い

たします。 

当該減損損失に加え、春日井工場において今後の使用が見込めなくなったソフトウェア仮勘定に

ついても、158 百万円の減損損失の計上をいたします。 

これらにより当社として特別損失 386 百万円を計上いたします。 

 

④当社における繰延税金資産の取崩 

当社は、業績動向及び今後の見通しを踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討し

た結果、繰延税金資産の一部を取り崩しました。当該取り崩しに係る損失として、法人税等調整

額を 401 百万円計上いたします。 

 

上記のような状況を踏まえて、2026 年３月期連結業績予想につきまして、営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する当期純利益を、下方修正することといたしました。 

    
 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績につきましては、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 

 
以  上 


